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１．はじめに  

 近年「Diversity & Inclusion」 (D&I)という理念は

世界的に広く掲げられるようになり，実現に向けて

様々な取り組みがなされている．世界で最低水準のジ

ェンダーギャップ指数を持つ日本社会で D&I を実現す

るためには，差別や偏見の実態の把握と解消が重大な

課題である．取り組みは，土木業界においても活発化し

ている．中でも英国土木学会(ICE)1)は実態調査やアク

ションの提案・実施，ツールキットの開発などを行って

いる．本稿の目的は，実際のアクションの論拠となる日

本の土木業界における差別・偏見の実態を明らかにす

ることにある．著者らは実態を明らかにするために，

ICE の取り組みを参考に独自のアンケート調査を実施

した．本報告では調査の集計結果について報告する．な

お本報告は土木学会誌における記事 2)に，統計的な検定

と考察を追加したものである． 

２．データ収集の手法  

 土木業界における実態を明らかにするための，差別

や偏見に対する認識や経験を問う Web アンケート「土

木業界 D&I アンケート調査」を実施した(表 1)．Web ア

ンケートは土木学会誌や土木学会メールニュース，回

答者の口コミを中心に Web アンケートにアクセスする

URL を周知することで配布した．1,378 件の回答を回収

し分析に用いる．また，無記名とし，同意以外を回答必

須としない設定とすることで，回答したくない設問に

ついては回避できるよう設計した． 

表 1：土木業界 D&I アンケート調査概要 

 

３．集計結果  

３．１ 回答者属性 

 回答者の年齢は 20 歳代から 60 歳代が中心であり，

特定の年齢への偏りはなかった．業種は建設業（48.4%），

建設コンサルタント（20.8%），地方公共団体（10.9%）

の順に多く，性自認は男性が 79%，女性とその他を合わ

せて 21% であった．回答者多数の性自認が男性で，性

的指向がヘテロ，国籍とエスニシティが日本の健常者

を「マジョリティ」それ以外の属性を「マイノリティ」

と大別すると，回答者の 63.9%がマジョリティ，30.8%

がマイノリティ，5.3%はいずれかの属性について無回

答な人となった．以降の分析で「マジョリティ」「マイ

ノリティ」の区分を使用する際は，上記の基準を用いる． 

３．２ 身近なマイノリティの存在 

 身近なマイノリティ（LGBTQ+，異なる国籍，障害者）

の存在についてマジョリティ，マイノリティ別に集計

した結果を示す(図 1)．属性と回答の独立性を検証する

ことを目的にカイ 2 乗検定を実施したところ，いずれ

の属性においても p 値が1%有意水準を大きく下回った．

マジョリティ属性の者は，マイノリティ属性を持つ者

と接する機会がそもそも少ないことが推察される． 

 

図 1： 設問「あなたの周りに次のような人はいます

か」マジョリティ/マイノリティ別の回答比 

３．３ 差別・偏見の存在に対する認識と経験 

 差別や偏見の存在に対する認識の有無は「あなたの

職場に差別は存在すると思いますか」と直接的に問う

設問と 「自分以外の誰かが、アイデンティティを理由

に職務上不利な扱いを受けているのを見聞きした」と 
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外円：マジョリティ (n=866) 内円：マイノリティ (n=419)期間： 2021年10⽉25⽇〜11⽉21⽇(28⽇間) 

対象： ⼟⽊業界の職に従事する社会⼈と学⽣ 

(⼟⽊学会会員資格を問わない) 

形式： Web形式(Google Form)、無記名 

設問数： 68件（うち⾃由回答6件） 

⾔語： ⽇本語、英語 

回答数： 1,378件（⽇本語版 1,359件 ，英語版 19件） 
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図 2：差別や偏見の存在に対する認識と経験に関する

設問のマジョリティ/マイノリティ別の回答比 

 

間接的に問う設問を設定し，マイノリティ，マジョリテ

ィ別の回答の集計結果を示す（図 2上段）．マイノリテ 

ィ・マジョリティ層で順位平均に差があるか検証する

ことを目的にウィルコクソンの順位和検定を実施した

ところ，両設問ともに差が有意であることが明らかに

なった（5% 有意水準）． 

差別や偏見に自分自身が晒された経験の有無は「こ

れまでの人生の中で，あなたに影響を与えた職場や仕

事上での差別や偏見の経験はありますか」とこれまで

の人生を対象として直接問う設問の他に，直近 5 年に

おけるアイデンティティを理由とする職務上の不利な

扱いや，キャリアの断念，差別や偏見に日常的に晒され

た経験に関する質問を設けた．こうした経験にマイノ

リティ・マジョリティ間で順位平均に差があるかを検

証することを目的に順位和検定を実施したところ，1%

水準で有意な差が見られた（図 2下段）．職場における

差別や偏見に晒された経験のうち，特に，日常的な差別

や偏見に晒された経験を問う設問「自分自身のアイデ

ンティティに対する一般的な偏見に基づいて侮辱され

たり，馬鹿にされたり、いじられたりしたことがありま

すか」の設問が最も有意な差(1%有意)が見られた． 

差別や偏見に関してマジョリティとマイノリティとで

は見えている世界が異なることが示唆された．特に，差

別の存在についてマジョリティは「存在しない(28.9%)

と言い切る一方で，マイノリティの回答が 14.9% にと 

表 2： 職場での差別・偏見に対する状況 

 

どまっていることがその証左である． 

３．４ 職場での差別・偏見に関する状況と対処 

 差別や偏見の存在に対して異議を唱えたと回答した

集団はマイノリティ属性の中でも56歳以上の女性と35

歳以下の男性もしくは女性以外の性自認を持つ人であ

った．「そう思う」を 5 ポイントとする 5段階の平均ス

コアを算出すると，設問「マイノリティに対する就業支

援を積極的に行うべきである」は両層共に 3.1 以上で

ある一方で，設問「従来のジェンダー規範から逸脱する

には勇気がいる」の平均スコアも共に 3.1 以上であっ

た．これは皆が構造的に存在する差別を改善すべきだ

と考えていると同時に，それらを改善するための具体

的なアクションを起こすには自信がなく，実行にはな

かなか至っていない状況に置かれていると考えられる． 

４．結論 

差別の当事者ではない支援者である Ally（アライ）

になるためには，まずマジョリティがマイノリティの

置かれてきた立場を，意識的に視点を変えることで理

解することが重要である．また，ジェンダーや年齢など

が形成する従来の規範を超えることを互いに許容し合

うことも必要だと考えられる． 
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